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毎
年
１
月
２
日
に
行
わ
れ
る
「
宇

和
島
市
成
人
式
」。

　

高
校
を
卒
業
し
て
就
職
や
進
学
で

市
外
に
出
た
若
者
が
宇
和
島
に
集
ま

り
ま
し
た
。
会
場
の
南
予
文
化
会
館

前
に
は
、
晴
れ
や
か
な
姿
の
若
者
で

溢
れ
「
お
か
え
り
」「
久
し
ぶ
り
」
と

い
う
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
そ
の

表
情
は
友
人
と
久
し
ぶ
り
に
再
開
し
、

に
こ
や
か
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
ど
こ
か
安
心
し
て
い
て
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
す
ら
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

現
在
本
市
で
は
、
地
域
に
残
っ
た

り
帰
っ
て
き
た
り
す
る
若
者
を
増
や

す
た
め
に
、
市
の
魅
力
向
上
に
つ
な

が
る
事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。

　

今
月
の
特
集
で
は
成
人
式
に
あ
わ

せ
て
、
本
市
で
取
り
組
む
「
お
か
え

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
経
験
か
ら
感
じ
た
宇
和
島
の
魅
力

を
紹
介
し
ま
す
。

特
集宇

和
島
に
、
帰
る

＃約20年前の商店街
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平成31年 成人式
2019.01.02 南予文化会館
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　平成10年度生まれの659人が出席しました。今年は、平成30
年７月豪雨の犠牲者を悼み黙とうが捧げられ、復興を願う寄
せ書きコーナーが設けられました。二宮有里佳さんは「西日
本豪雨を通し、つらく苦しいときこそ笑顔で支え合う大切さ
を学びました。支えてくださった方々に感謝し、社会の一員と
して責任ある行動を心がけていきます」と謝辞を述べました。
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１
「
高
校
生
ま
ち
づ
く
り
課
」
誕
生

　
「
若
者
が
地
域
に
残
れ
る
、
帰
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
校
生
が
提
案
し
た
ア
イ
デ
ア

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
「
高
校
生
ま
ち
づ
く
り
課
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
生
徒
ら
が
大
人
た
ち
と
対
話
し
な
が
ら
、
宇
和
島
の

魅
力
な
ど
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い「
う
わ
じ
ま
圏
域
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ
」に
ま
と
め
ま
し
た
。

ワークショップの様子

「おかえりプロジェクト」推進中！

　郷土に誇りと愛着を持ち、家族や地域との絆を深めるため、若者が未来を切
り拓くまちづくりを目指して、次の４つのプロジェクトを展開しています。

▲ 宇和島にある魅力的なス
ポット、こんなものが
あったらいいのにという
高校生たちの柔軟な意見
を出し合い、マップ化し
ました。

ほかの高校生と話をすることで、普段生活し
ている範囲以外の、今まで知らなかった宇和
島の魅力を発見できました。

活躍できる場所

ワークショップで出たアイデアを

選び、市長へ政策提言しました。

商店街振興

地域資源活用

九島振興
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２

３４ 地元ケーブルテレビを活用
した学校自慢ＣＭ制作中

　学校自慢ＣＭの大賞作品などを公開審査会で決定
し、ケーブルテレビでも放映します。児童に対して、
思い出づくりのきっかけを作り、学校や地域の取り組
みを発信して学校と地域との情報共有を図ります。

■「学校自慢ＣＭ大賞」公開審査会
【と　き】３月３日㈰ 午後１時30
分～４時30分
【ところ】南予文化会館
【内　容】市内約20校の小中学校
が参加し、学校の自慢を披露しま
す。

 ポケットブック「ガイナ」
配付

　宇和島が全国に誇れるものや魅力をポ
ケットブックにして、市内の高校３年生に
配付します。進学・就職先などでのネタ本
として活用してもらいます。

「 

未
来
つ
な
が
る
宇
和
島
」
配
信
開
始

　

高
校
を
卒
業
し
市
外
へ
出
て
行
く
若
者
に
対
し
、
市
内
の
最
新
情
報
・
就
職

情
報
・
コ
ラ
ム
・
動
画
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
定
期
的
に
配
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
保
護
者
や
地
元
の
友
人
た
ち（
サ
ポ
ー
タ
ー
）に
対
し
て
も
、
同

じ
情
報
を
発
信
し
、
家
族
間
や
友
人
間
の
つ
な
が
り
も
強
化
す
る
こ
と
で
、
２

方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
り
ま
す
。

【動画配信】【LINE＠】

【Facebook】【Instagram】

情報発信情報発信

情報をシェア（共有）

して、つながりを強化

市内の最新情報・

就職情報・コラム・

動画の配信

家族間、友人間で

のつながりを強化

宇和島への想いを

育む

未来つながる公式SNS

【配信イメージ】

郷土の誇り

思い出・地域との関わり

つながり・継続

地元サポーター

宇和島市

地元から離れて
暮らす若者

【問合先】企画情報課地方創生係☎24 - 1111内線2510

※紙媒体でも配信しています。
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住
む
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い

　

㈱
宇
和
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
勤
務
す
る

松
本
さ
ん
は
、高
校
卒
業
後
就
職
し
、ず
っ

と
宇
和
島
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
高
校

進
学
ま
で
は
、
美
容
系
の
仕
事
に
就
く
こ

と
も
考
え
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
姉
か
ら

の
勧
め
も
あ
り
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ル
に
な

り
た
い
と
志
願
し
ま
し
た
。

　

高
校
在
学
時
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ル

と
し
て
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
を
県
外
で

行
う
な
か
で
、
愛
媛
県
や
宇
和
島
市
の
存

在
を
知
ら
な
い
人
と
数
多
く
出
会
い
、「
少

し
で
も
宇
和
島
の
認
知
度
を
上
げ
た
い
」

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
現
在
の
仕
事
に
就

き
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
田
舎
の
落
ち
着
い
た
時

間
の
流
れ
が
過
ご
し
や
す
く
て
気
に
入
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。「
宇
和
島
の
人
は
年

代
を
問
わ
ず
親
し
く
し
て
く
れ
る
の
で
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
買
い
物

や
遊
び
は
宇
和
島
で
な
く
て
も
で
き
る
け

ど
、
住
む
に
は
宇
和
島
が
ち
ょ
う
ど
い
い
」

と
話
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
加
工
・
事
務
・
営
業
を
こ
な

す
傍
ら
、
数
ヵ
月
に
１
回
程
度
マ
グ
ロ
の

解
体
シ
ョ
ー
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
少
し
で
も
宇
和
島
の
こ
と
を
知
っ
て

欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
宇
和
島
は
何
よ
り
住
み
や
す
い
。
安

心
で
落
ち
着
く
。
そ
し
て
ど
こ
よ
り
も
、

魚
が
美
味
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

だから、帰る

ずっと住んでいるからこそ知っている宇和島の良さ。

帰ってきたからこそ分かる宇和島の良さ。

外に出たからこそ気付いた宇和島の良さ。

それぞれの経験から感じる宇和島の「魅力」。

♯堂崎海岸 ♯赤灯台♯鯛めし

ずっと住む

どの魚もおいしいけれど、

やっぱり鯛が一番！
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い
つ
か
は
宇
和
島
に

　

愛
媛
大
学
の
社
会
共
創
学
部
に
進
学
し

た
中
村
さ
ん
。
社
会
共
創
学
部
は
、
地
域

の
人
た
ち
と
協
働
し
て
課
題
に
取
り
組
む

人
材
を
育
成
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
部
で

す
。
中
村
さ
ん
は
「
海
洋
生
産
科
学
コ
ー

ス
」
を
専
攻
し
、
水
産
物
の
養
殖
や
病
気

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

な
ん
と
な
く
海
が
好
き
だ
っ
た
中
村
さ

ん
は
、
大
学
に
出
て
新
し
い
価
値
観
を
持

つ
人
と
関
わ
る
中
で
、
海
が
近
く
に
あ
る

こ
と
の
魅
力
を
再
認
識
し
た
そ
う
で
す
。

大
学
の
友
達
か
ら
出
て
く
る
宇
和
島
の
印

象
と
い
え
ば
、
や
は
り
水
産
物
や
ミ
カ
ン

が
中
心
で
す
。
宇
和
島
に
い
る
こ
ろ
は
日

常
的
に
身
近
に
あ
っ
た
も
の
が
、
市
外
に

出
た
こ
と
で
そ
れ
が
非
日
常
的
で
あ
り
、

誇
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま

し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
特
に
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

慣
れ
親
し
ん
だ
海
に
強
い
魅
力
を
感
じ
て

い
ま
す
。「
食
べ
た
ら
美
味
し
い
と
か
だ

け
で
は
な
く
、
海
の
環
境
に
関
す
る
こ
と

と
か
、
宇
和
島
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
知
る
楽
し
さ
が
味
わ
え

る
」
と
話
し
ま
す
。

　

中
村
さ
ん
は
、
今
後
し
ば
ら
く
は
新
た

な
価
値
観
を
身
に
付
け
る
た
め
に
も
市
外

で
勉
強
を
続
け
た
い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

い
つ
か
は
身
に
付
け
た
経
験
や
知
識
で
宇

和
島
に
貢
献
し
た
い
と
も
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

帰って感じた

離れて気付く

「
宇
和
島
」と
い
う
強
み

　

市
内
に
あ
る
画
材
屋
「
べ
に
ば
ら
画
廊
」

の
吉
田
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
県
外
の
芸

術
大
学
に
進
学
し
、
そ
の
ま
ま
県
外
で
就

職
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
は
都
会
に
出
た

い
一
心
で
、
宇
和
島
に
帰
る
こ
と
は
少
し

も
考
え
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と
な
ど
を
き
っ
か
け

に
帰
郷
し
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
高
校
生
の
こ
ろ
、
宇
和
島

に
も
っ
と
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
い
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
都
会
で
生
活

を
し
て
み
て
、
仮
に
そ
れ
が
宇
和
島
に

あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
当
の
「
宇
和
島
ら

し
さ
」
は
も
っ
と
違
う
と
こ
ろ
に
あ
る
は

ず
だ
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
帰
郷
し
て
気

付
く
人
の
温
か
さ
。
昔
は
煩
わ
し
い
と
感

じ
て
い
た
け
れ
ど
、
自
分
に
共
感
し
興
味

を
持
っ
て
助
け
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
の
取
り
組
み
の
１
つ
に
、
蒋
淵
の

空
き
家
を
利
用
し
て
、
住
み
込
み
で
一
定

期
間
芸
術
活
動
に
励
む
人
の
募
集
を
考
え

て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
活
動
の
結
果
、

最
終
的
に
は
芸
術
面
で
も
注
目
さ
れ
る
ま

ち
に
な
っ
て
欲
し
い
と
話
し
ま
す
。

　
「
最
初
は
、
宇
和
島
で
生
活
し
て
い
け

る
か
不
安
だ
っ
た
。
で
も
、
仕
事
は
外
で

も
で
き
る
。
宇
和
島
の
中
だ
け
で
勝
負
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
は
な
い
。「
地

方
」
と
い
う
価
値
を
生
か
せ
る
環
境
に
私

た
ち
は
い
る
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
強
み
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

石応の堂崎海岸がお気に入
り。

考えごとをするときは、原
付で通います。

夕日が綺麗に沈む姿が絶景
。

思い出の戎山にある赤灯台。
正式な名前は知らないけれど、先輩に釣りに

連れて来てもらった思い出の場所。
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本庁☎24 - 1111

吉田支所☎52 - 1111

三間支所☎58 - 3311

津島支所☎32 - 2721

宇和海支所☎62 - 0311

※詳しくは、お問い合わせください。

災害復興掲示板仙台フィル復興支援コンサート

inコスモスホール三間

【と　き】２月26日㈫ 午後６時～６時40分
【ところ】コスモスホール三間
【内　容】歴史姉妹都市仙台市を拠点とする
プロ奏者による弦楽四重奏
【料　金】無料
【問合先】文化・スポーツ課文化振興係

☎内線2731

第42回吉田町マラソン大会 開催

　災害後、吉田町では初のスポーツイベント
となる「第42回吉田町マラソン大会」が12月
23日㈰に開催されました。今回は「復興への
道」とテーマが掲げられ、約680人が参加し
健脚を競い合いました。

復興に向けた外部人材の受け入れ

　本市では外部人材を受け入れ、産業復興な
どさらなる市の魅力向上に取り組んでいま
す。今後、復興施策の指導・助言や、かんき
つなどを中心とした産業の復興に向け、各種
事業および情報発信を展開していきます。

▲ （一社）ＲＣＦ
　藤沢 烈 さん

▲ ㈱ウインウイン
　亀山 央 さん

復興コンサート「佐田玲子with岩崎宏
美トーク＆LIVE」

【と　き】３月21日㈭㈷ 午後４時～
【ところ】南予文化会館
【料　金】前売り3,000円、当日3,500円（全席
自由）
【前売券販売所】南予文化会館、コスモスホー
ル三間、明屋書店明倫店、フジグラン北宇和
島店、きさいや広場ほか
【問合先】南予文化会館☎24 - 6800

愛媛大学COC公開講座in宇和島市
復興～災害を乗り越えるまちづくり～

【と　き】２月16日㈯ 午後１時30分～４時
【ところ】きさいや広場
【定　員】80人
【申　込】２月12日㈫までに、ＦＡＸまたは
Ｅメールで申し込んでください。
【申込・問合先】愛媛大学COC企画運営部事

務局☎089 - 927 - 8964  089 - 927 - 8820

 coc@stu.ehime-u.ac.jp
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■県グループ補助金

【補助率】４分の３（上限：15億円）
※事業規模により異なります。
【対　象】県の認定を受けた復興事業計画に基づき、
施設や設備の復旧にあたる中小企業者など
【事業実施期間】３月31日㈰まで
【受　付】随時
【申込・問合先】県産業復興支援室宇和島

オフィス（吉田公民館内）☎49 - 7087

■市再建補助金

【補助率】３分の２（上限：100万円）
【対　象】市内に住所および事業所があり、被災か
ら事業再建に取り組む中小企業者など（商工業者）
【受　付】９月30日㈪まで
【申込・問合先】県産業復興支援室宇和島オフィス（吉
田公民館内）☎49- 7087または商工観光課☎内線2704

■小規模事業者持続化補助金

【補助率】３分の２（上限：200万円）
【対　象】

▼  販路開拓・売上拡大などに取り組む被害を受け
た小規模事業者（商工業者）

▼  平成30年度予備費予算の採択・交付決定を受け
ていない人

【受　付】３月27日㈬まで
※必ず事前に相談してください。
【申込・問合先】宇和島商工会議所☎22 - 5555

または吉田三間商工会☎52 - 2233

中小企業者支援制度

市税の減免申請

　平成30年７月豪雨にかかる市県民税および固定
資産税の減免申請について、期限までに必ず申請
をお願いします。
　また罹災証明書についても、被害の痕跡が消え
ると証明書が発行できない場合もありますので、
早めに申請をお願いします。
【受　付】２月20日㈬まで
【申請・問合先】税務課☎49 - 7010または各支所税
務係

介護保険料、介護サービス利用者負担金の
減免申請

　平成30年７月豪雨に伴う減免申請について、罹
災証明書の交付を受けた人以外に、平成30年中の
収入が減少した人も対象となる場合があります。
【受　付】３月29日㈮まで
【対　象】災害に関連して世帯の主たる生計維持者
の平成30年中の収入が、前年の10分の７未満とな
り納付が困難である人
【申請・問合先】高齢者福祉課介護保険係

☎内線2161・2162・2163・2156

　県では、平成30年７月豪雨により被害に遭った
南予地域の中小企業などが、クラウドファンディ
ングを活用して事業の復旧を図る場合に支援を行
うため、支援対象となる中小企業などのプロジェ
クトを掲載した特設サイト（https://readyfor.jp/lp/
ehime/index.html）を開設しています。

※ この事業は、目標額を達成しなかった場合、中
小事業者に支援金が支払われません。皆さんか
らのより一層のご協力をお願いいたします。

【問合先】県経営支援課商業振興係☎089 - 912 -

2464

被災中小企業者等クラウドファンディング復旧支援事業
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リレーファイル「つなぐ」～子どもたちの健やかな成長と切れ目ない支援に～

【問合先】福祉課障害福祉係☎24 - 1111内線2153  24 - 1160

　このファイルは、子どもが成長していく中で、
大切な記録や相談した内容などを綴るものです。
保護者や本人の希望によって作成し、保健・教育・
福祉・医療・就労などに関わる機関をつなぎ、保
護者や本人が願う将来を目指します。

こんなことで困っていませんか？

▼  担当者や相談機関が変わると、相談するたびに
同じ話を繰り返さないといけない

▼  支援を受けたくても、子どもや自分の情報をう
まく伝えられるか心配

▼  支援者や環境が変わると支援が途切れたり、支
援方法が変わったりしないか心配

使い方
▼  本人の支援として必要と思われる情報を整理

し、特性や伝えたい情報に応じて、項目や内容
を追加できます。

▼  病院での検査や学校などの健診結果、各機関か
ら配布された資料、写真や記念になるものなど
も綴っておきましょう。

▼  本人の様子や支援内容が分かるものがあれば、
代わりに綴っても構いません。

▼  就学・進学や就職などの移行時や各種相談の際
に持参しましょう。

保　健 教　育

就　労 行　政

医　療 福　祉

「つなぐ」でつながる！

【配　布】

▼  市内小・中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒や
通級指導教室を利用する児童生徒、そのほか保護者が
希望する場合に各学校を通して配布します。

▼  就学前の子どもや中学校卒業後の人で、福祉サービス
事業所や医療機関などで支援を受けている人について
は福祉課で配布します。
※詳しくは、お問い合わせください。
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▼  凍った箇所にタオルなどを巻き
付けて、ぬるま湯をゆっくりと
かけて解かします。
※ 熱湯をかけると、水道管が破裂
する危険があるため、必ず「ぬ
るま湯」で行ってください。

▼  凍結した状態で蛇口を無理にひねったりすると、
水道管やゴムパッキンが破損する場合がありま
すので注意してください。

▼  凍結で水が出ないときは蛇口を開けたままにせ
ず、必ず蛇口を閉めてください。

水道管の凍結、破裂に注意！

　冬の冷え込みが厳しい日が続くと、水道管の水が凍ったり、水道管が破裂する
危険が高まります。
　昨年、記録的な寒波に襲われた際、凍結により水道管が破裂して水が噴き出し
ても、水道メーターと止水栓の場所がわからず止水ができない人が大勢いました。

空き家・部屋の所有者、長期間留守にする場合

　凍結により水道管の破損・漏水事故が起きても、
長期間気付かずに対応が遅れてしまうと大変です。

　事前にメーターボックス内の止水栓を閉めて事
故を予防しましょう。

【問合先】水道局給水課☎22 - 5265

凍結して水が出なくなってしまったら

家庭の水道メー
ターと止水栓の
位置を必ず確認
してください。

水道メーター検針票 有料広告募集

【広告の規格】水道メーター検針票（縦200㎜
×横80㎜）の裏面に２枠の２色印刷
※ 色については、指定があります。

▼１枠：縦５㎝×横6．5㎝
【発行枚数】約22万5,000枚（検針数により変
動する場合があります）
【掲載期間】７月～2020年６月
【募集期間】３月13日㈬～４月10日㈬（執務
時間中）
【掲載料】１枠：６万円
※ 詳しくは、水道局ホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせください。

【提出・問合先】水道局業務課

庶務係☎22 - 5265内線4238

水道管が破損したときは

① 速やかにメーターボックス内の止水栓を閉めて、
漏水を止める
② 「宇和島市水道局指定給水装置工事事業者」へ
修理を依頼（事業者一覧は、広報うわじま１月
号折り込み、または水道局ホームページをご覧
ください）
※ 宅内の水道管破損による修繕費用は
利用者の負担となります。

止水栓 水道メーター

時計回りに閉める

閉



広報うわじま２月号　 14 

市役所または各支所での市県民税申告

【開設期間】３月15日㈮まで（土日は除く）
午前９時～ 11時30分、午後１時～４時30分

▼  吉田・三間・津島地区で案内書が届いた人は、
案内書に記載された指定日にお越しください。

▼  申告が必要と思われる人は、案内書の有無にか
かわらずお越しください。

【対　象】市内に住み、平成30年中に次の所得があっ
た人、または国民健康保険の被保険者（平成30年中
の収入が無い人も申告が必要）
①営業･農業･漁業などの事業所得
②家賃･配当･恩給･年金･利子･譲渡などの所得
③給与所得者のうち、次のいずれかに当てはまる人

▼  勤務先から市に給与支払報告書が未提出

▼２ヵ所以上から給与を受けた

▼医療費控除などを受けようとする人

▼  平成30年の途中で退職し再就職しておらず、市
に給与支払報告書を未提出など
※ 納税義務者（世帯主）は、世帯に属する被保険者
の所得についての申告が義務づけられています。

【持参物】

▼収入金額が証明できる帳簿や書類

▼収入を得るための必要経費が証明できる書類
▼  控除を受けるための社会保険料･生命保険料･年金

保険料･介護保険料･医療費などを証明する書類

▼給与所得者と年金受給者は所得税の源泉徴収票

▼印かん（スタンプ式は不可）

▼利用者識別番号（ある人）

▼  申告者本人のマイナンバーカード（マイナンバー
カードを持っている人）、マイナンバーカードを
持っていない人は番号確認書類および身元確認
書類

【問合先】税務課市民税係☎24 - 1111内線2513 ～

2516または各支所税務係

地　区 と　き ところ

宇和島
郵送した案内書に記

載された日

市役所

602会議室

吉　田

三　間

広報うわじま２月号

折り込みチラシに記

載された日

吉田支所 税務係
三間支所 会議室

津　島
自治会で回覧したチ

ラシに記載された日
岩松公民館

宇和島税務署での確定申告

【開設期間】平日 午前９時～午後４時（受付：午前８時
30分～）
※ 混雑状況により、午後４時までに受け付けを終了す
る場合があります。

▼  所得税・復興特別所得税・贈与税：３月15日㈮まで 

▼  消費税・地方消費税：４月１日㈪まで
【ところ】宇和島税務署
※ 期間中、申告会場は大変混雑します。自宅で申告書が
作成できる国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）
の「確定申告書等作成コーナー」を利用してください。

【問合先】宇和島税務署☎22 - 4511

確定申告

【申告開始】

２月18日㈪所得税の確定申告、市県民税の所得申告の時期です。

期限内に忘れずに申告を済ませましょう。

■おわびと訂正

　広報うわじま１月号Ｐ８「税
についての作文」入選作品（藤
原 みちる さん作）に掲載した
内容に誤りがありました。訂正
してお詫びします。

▼２段目右から12行目
（誤）公共サービスに活用され
てしまいます。
（正）公共サービスに活用され
ます。
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本庁 ☎24 - 1111、吉田支所 ☎52 - 1111、三間支所 ☎58 - 3311、津島支所 ☎32 - 2721、宇和海支所 ☎62 - 0311くらしの情報くらしの情報

■
補
助
率
の
か
さ
上
げ

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
自
主
防
災

組
織
な
ど
の
災
害
活
動
お
よ
び
、
被
害
を

受
け
た
消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
な
ど
の
修

繕
に
対
す
る
補
助
率
が
か
さ
上
げ
さ
れ
ま

す
。

【
内
　
容
】

▼ 

災
害
活
動
に
よ
る
必
要
な
経
費
の
補
助

（
①
の
み
）

▼ 

上
限
額
の
変
更
・
補
助
率
の
か
さ
上
げ

（
①
〜
④
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
制
度

　

登
録
を
す
る
と
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

▼ 

市
が
発
信
す
る
各
種
情
報
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る

▼ 

チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
市
の
施
設
に
掲

示
す
る
こ
と
が
で
き
る

▼ 

地
域
づ
く
り
団
体
活
動
補
助
金
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る

【
対
　
象
】
市
内
で
活
躍
す
る
５
人
以
上

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人■
地
域
づ
く
り
団
体
活
動
補
助
金

【
対
　
象
】
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体

【
補
助
対
象
事
業
】
市
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
登

録
し
た
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
事
業
で
、
多
く
の
市
民

参
加
が
期
待
で
き
、
次
の
す
べ
て
の
条
件

に
当
て
は
ま
る
事
業

▼ 

事
業
の
総
額
が
10
万
円
以
上

▼ 

ほ
か
の
補
助
金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い

▼ 

平
成
31
年
度
内
に
事
業
を
実
施
お
よ
び

完
了
す
る

【
補
助
金
額
】
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
上
限
：
10
万
円
）

【
相
談
受
付
】
２
月
28
日
㈭
ま
で

※
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＜

共
　
通＞

【
提
出
・
問
合
先
】
企
画
情
報
課
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
係
☎
49

-

７
０
０
４

 

24

-

１
１
６
６ 

 com
@
city.uw

ajim
a.

lg.jp

 
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
制
度

 
地
域
づ
く
り
団
体
活
動
補
助
金

【
対
　
象
】
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、

防
災
士
会
な
ど

【
受
　
付
】
２
０
２
０
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

■
消
防
出
初
式

　

市
消
防
団
は
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
期
間
に
先
が
け
、
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
。

【
と
　
き
】
２
月
24
日
㈰ 

午
前
９
時
〜

【
と
こ
ろ
】
総
合
体
育
館 

駐
車
場

※ 

荒
天
時
は
体
育
館
内
で
午
前
10
時
か
ら

行
い
ま
す
。

【
内
　
容
】

▼
消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法

▼
消
防
救
助
隊
ら
に
よ
る
公
開
訓
練
な
ど

＜

共
　
通＞

【

問

合

先

】

危

機

管

理

課

☎

49

-

７
０
０
６

 

防
災
活
動
補
助
金
な
ど
の
補
助
率
の
か
さ
上
げ

 

消
防
出
初
式

（
総
合
体
育
館
の
使
用
制
限
）

　

当
日
の
午
前
８
時
〜
正
午
は
、
出
初

式
の
た
め
総
合
体
育
館
が
全
館（
駐
車

場
含
む
）使
用
禁
止
に
な
り
ま
す
。

制　度
補助率

適用前 適用後

①自主防災組織等防災活動補助金

１/２ ２/３

②消火栓ホース格納箱等設置費補助金

③津波緊急避難路等整備事業補助金

２/３ ９/10

④防災共用型放送設備事業費補助金
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本庁 ☎24 - 1111、吉田支所 ☎52 - 1111、三間支所 ☎58 - 3311、津島支所 ☎32 - 2721、宇和海支所 ☎62 - 0311

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

　　

対
象
者
は
で
き
る
だ
け
早
く
接
種
を
す

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
未
接
種
の
人
に
は
個
別

通
知
し
て
い
ま
す
。

【
対
　
象
】

▼ 

第
１
期
：
１
〜
２
歳
に
な
る
日
の
前
日

ま
で

▼ 

第
２
期
：
小
学
校
就
学
前
１
年
間
に
あ

る
子
（
平
成
24
年
４
月
２
日
〜
平
成
25

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

【
接
種
方
法
】
市
内
の
実
施
医
療
機
関
で

受
け
て
下
さ
い
（
無
料
）。

【
持
参
物
】
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

予
診
票

※ 

予
防
接
種
に
行
く
前
に
医
療
機
関
に
電

話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
予
診
票

を
紛
失
し
た
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
合
先
】
保
険
健
康
課
保
健
企
画
係

☎
内
線
２
１
３
７

小
児
救
急
電
話
相
談

♯
８
０
０
０
へ

　

夜
間
に
突
然
、
子
ど
も
の
身
体
の
具
合

が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
小
児
救
急
医
療
電

話
相
談
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
看
護
師

や
医
師
な
ど
が
家
庭
で
の
応
急
対
処
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼  

固
定
電
話
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電

話
：
☎
♯
８
０
０
０

▼  

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
：
☎
０
８
９

-

９
１
３

-

２
７
７
７

【
利
用
時
間
】
午
後
７
時
〜
翌
午
前
８
時

【
問
合
先
】
保
険
健
康
課
母
子
保
健
係

☎
内
線
２
１
３
０

え
ひ
め
性
暴
力
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー

　

性
暴
力
の
被
害
者
を
対
象
に
、
心
と
体

を
守
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
一

緒
に
考
え
ま
す
。
相
談
は
24
時
間
３
６
５

日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

【
相
談
先
】

▼ 

え
ひ
め
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
：
☎
０
８
９

-

９
０
９

-

８
８
５
１

▼ 

県
警
察
本
部
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
：

☎
０
８
９

-

９
３
４

-

０
１
１
４
（
♯

８
１
０
３
）

【
問
合
先
】
福
祉
課
児
童
福
祉
係
家
庭
相

談
員
☎
内
線
２
１
４
２
・
２
１
５
５

高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
施
術

助
成
　

　

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
に
対
し
て
の
助
成

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
毎
年
度
申
請
が

必
要
で
す
。

【
対
　
象
】
市
内
に
住
む
75
歳
以
上
ま
た

は
障
が
い
認
定
で
後
期
高
齢
者
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
が
、
市
指
定
施
術
所
で
受

け
た
施
術
料

【
助
成
金
額
】

▼
１
術
：
７
７
０
円
／
回

▼
２
術
：
８
４
０
円
／
回

【
回
　
数
】
１
ヵ
月
に
10
回
ま
で

【
受
　
付
】
２
月
１
日
㈮
か
ら
市
指
定
施

術
所
ま
た
は
高
齢
者
福
祉
課
に
て
受
け
付

け
ま
す
（
印
か
ん
が
必
要
）。

【
助
成
方
法
】

① 

事
前
に
受
給
者
認
定
申
請
書
（
高
齢
者

福
祉
課
、
市
指
定
施
術
所
備
え
付
け
）

を
提
出

② 

市
指
定
施
術
所
へ
受
給
者
認
定
通
知
書

と
印
か
ん
を
持
参

③ 

施
術
所
で
の
支
払
時
に
助
成
金
額
を
差

し
引
い
た
額
を
支
払
う

【
問
合
先
】
高
齢
者
福
祉
課
☎
内
線

２
１
６
０
・
２
１
８
５

子
ど
も
の
虐
待
ま
ず
連
絡
を

　

皆
で
子
ど
も
の
虐
待
を
無
く
し
ま
し
ょ

う
。
虐
待
を
見
か
け
た
と
き
は
、
１
人
で

悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
秘
密
厳
守
、

相
談
無
料
。

【
相
談
・
問
合
先
】
福
祉
課
児
童
福
祉
係
家

庭
相
談
員
☎
内
線
２
１
４
２
・
２
１
５
５

就
学
援
助
制
度

　

家
庭
の
事
情
に
応
じ
て
就
学
費
用
の
一

部
を
援
助
す
る
就
学
援
助
制
度
の
新
年
度

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
年
度
途
中
で

も
家
庭
の
状
況
な
ど
が
変
わ
っ
た
場
合
に

は
申
請
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
　
象
】

▼
市
民
税
非
課
税
世
帯

▼
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人

▼ 

給
食
費
な
ど
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る

人
【
援
助
項
目
】
学
用
品
費
、
給
食
費
、
修

学
旅
行
費
、
校
外
活
動
費
、
中
学
生
部
活

動
費
な
ど

※ 

学
年
な
ど
に
よ
っ
て
、
対
象
は
異
な
り

ま
す
。
収
入
額
に
よ
っ
て
は
援
助
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
先
】
市
内
各
小
中
学
校
ま
た
は

教
育
総
務
課
☎
内
線
２
７
０
８
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くらしの情報くらしの情報

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

　

１
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
か
ら
次
の

人
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

く
ら
し
の
中
で
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご

と
が
あ
る
人
は
、
近
く
の
法
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
廣
澤 

磯
野 

さ
ん
（
再
任
）

▼
久
保 

政
文 

さ
ん
（
再
任
）

▼
若
松 

孝
子 

さ
ん
（
再
任
）

▼
山
下 

亀
義 

さ
ん
（
新
任
）

▼
毛
利 

す
み
子 

さ
ん
（
新
任
）

▼
田
崎 

智
子 

さ
ん
（
新
任
）

【
問
合
先
】
松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支

局
☎
22

-

０
７
７
０

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん

な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
で
は
、
使

用
済
の
小
型
家
電
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
を
つ
く
る
世

界
初
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
携
帯
電
話
や
小
型
家
電
が

メ
ダ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
み
ん

な
の
想
い
が
こ
も
っ
た
メ
ダ
ル
を
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
届
け
ま
せ
ん

か
。

土曜日

▼午後２時～

▼午後９時～

宇和島ＢＬＡＣＫ ＮＩＧＨＴ

【パーソナリティ】黒島 伸介 さん
【内　容】今も変わらず愛されている熱いロッ
クナンバーを届けます。
【問合先】ＦＭがいや☎49 - 1769

 r-m@gaiya769.jp、http://www.gaiya769.jp/

週末に「イベント情報」を放送中。皆さんから
の情報をお待ちしています。

えひめ結婚支援センター
ボランティア推進員募集

　「えひめ結婚支援センター」では、独身男女に
出会いの場を提供するため、各地で出会いイベ
ントを開催しています。
　イベントでの交際フォローなど、幸せな結婚
へ向けサポートする愛のキューピッド役として
活動する、「ボランティア推進員」を募集してい
ます。

■南予地区説明会

【と　き】２月22日㈮ 午後１時～３時
【ところ】市役所 701会議室
※申し込みが必要。
【申込・問合先】えひめ結婚

支援センター（（一社）愛媛県
法人会連合会内）☎089 - 933
- 5596

【
回
収
場
所
】
県
庁 

第
１
別
館
１
階
ロ

ビ
ー
、
市
役
所 

生
活
環
境
課

【
問
合
先
】
循
環
型
社
会
推
進
課

☎
０
８
９

-

９
１
２

-

２
３
５
６ 

 junkan-shakai@
pref.ehim

e.lg.jp

ま
た
は
生
活
環
境
課
環
境
政
策
係

☎
内
線
２
２
１
１

飲
酒
運
転
を

し
な
い 

さ
せ
な
い 

許
さ
な
い

　

酒
酔
い
運
転
・
酒
気
帯
び
運
転
に
該
当

し
た
場
合
、
刑
事
罰
の
対
象
に
な
っ
た
り
、

違
反
点
数
が
付
与
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
飲
酒
運
転
を
す
る
恐
れ
が
あ
る
人
物

へ
の
車
両
・
酒
類
の
提
供
者
、
車
両
の
同

乗
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ
刑
事
罰
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
！
乗
る
な
ら
飲

ま
な
い
！
飲
ま
せ
な
い
！
」
を
徹
底
し
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
合
先
】
宇
和
島
警
察
署
交
通
課
☎
22

-

０
１
１
０
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おしらせ
本庁 ☎24 - 1111
吉田支所 ☎52 - 1111
三間支所 ☎58 - 3311
津島支所 ☎32 - 2721
宇和海支所 ☎62 - 0311
※ 詳しくは、お問い合わ
せください。

市立宇和島病院健康講座

■糖尿病教室 ＜申込不要＞

【と　き】２月１日・８日・22日
（いずれも金曜日） 午後２時～３時
【内　容】糖尿病に関する講義、
血糖値測定

■ 生活習慣病予防のためのお料理
教室 ＜申込が必要＞

【と　き】２月13日㈬ 午後１時30
分～３時30分
【内　容】調理実習：コレステロー
ルが気になる人のレシピ（材料代
は受講者負担）
【申　込】２月８日㈮ 午後５時まで

■心臓病教室 ＜申込不要＞

【と　き】２月20日㈬ 午後２時30
分～３時30分
【内　容】心臓病や心臓リハビリ
テーションに関する講義

＜共　通＞

【ところ】（糖尿病教室）市立宇和
島病院 北棟２階講堂
（そのほか）市立宇和島病院 北棟
１階多目的栄養相談室
【申込・問合先】市立宇和島病院

食養科☎25 - 1111内線20010

市立宇和島病院　
子育てセミナー

【と　き】毎月第１月曜日 午後１
時～２時
【ところ】市立宇和島病院 北棟１
階多目的栄養相談室
【内　容】インフルエンザ
【講　師】市立宇和島病院小児科
医など
【対　象】子育てに関心のある人
【問合先】市立宇和島病院小児科

外来☎25 - 1111内線22052 

宇和島看護専門学校

■一般入試（２次）
【と　き】３月５日㈫ 
【対　象】高校卒業程度（見込み
含む）
※ １次受験者は不可。
【定　員】40人（推薦、社会人入
学を含む）
【受　付】２月６日㈬～ 27日㈬（必
着）

■オープンキャンパス
【と　き】３月９日㈯ 午前９時30
分～午後０時30分
【対　象】進学を希望する高校生
および保護者、社会人 60人

＜共　通＞

【ところ】宇和島看護専門学校
【申込・問合先】宇和島看護専門

学校☎22 - 6611

祝日などによる
資源物回収日の振替

■古紙、飲料用空き缶、乾電池

▼  ２月21日㈭：青葉台団地、上光
満、奥高串、下高串、長堀１・２・３、
夏目ヶ市（上）団地、別当県営第
１団地、宮下団地、明倫町２・３

■古紙、乾電池

▼  ２月21日㈭：宮下（宮下老友会）、
戎山

＜共　通＞

【問合先】生活環境課環境政策係

☎内線2211・2227

市職員募集

▼  嘱託職員：①畦地梅太郎記念美
術館・井関邦三郎記念館事務員
１人②城南中学校寄宿舎（はま
ゆう寮）調理員１人

▼  時間制職員：③ 市立図書館（市
学習交流センター内）事務員３
人程度

【採用年月日（予定）】①３月１日
②③４月１日
【受　付】（執務時間中必着）①２
月14日㈭まで②③２月28日㈭まで
【問合先】①文化・スポーツ課☎
内線2719、②教育総務課☎内線
2720、③中央図書館☎22 - 1065

市病院局職員募集

▼  正規職員：①薬剤師１人②看護
師・助産師10人程度③吉田・津
島病院看護師・准看護師２人程
度④老人保健施設看護師・准看
護師１人

▼嘱託職員：⑤調理員４人

▼  臨時職員：⑥看護師10人程度
　 ⑦管理栄養士１人程度⑧メディ
カルスタッフ５人程度⑨事務員
１人

【試　験】①～④３月３日㈰
⑤～⑨個別通知します
【採用年月日（予定）】①～④４月
１日⑤～⑨随時
【受　付】（執務時間中必着）
①～④２月15日㈮まで⑤～⑨随時
【問合先】市立宇和島病院総務管

理課☎25 - 1111内線21092
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食生活改善推進協議会

【と　き】２月14日㈭ 午前９時30分～
【ところ】明倫公民館
【内　容】調理実習：宇和島鯛めし・
ふくめん
【参加料】無料
【持参物】エプロン、三角巾、手
ふきタオル
【申込・問合先】２月12日㈫まで
に保険健康課母子保健係☎内線
2179

生涯学習センター講座

■ アロマハンドクリーム講座
【と　き】２月15日㈮ 午後１時30
分～３時
【受講料】無料（材料代1,000円は
受講者負担）
【講　師】坂本 早苗 さん

■ ボタニカルキャンドル講座
【と　き】２月20日㈬ 午後１時30
分～３時30分
【受講料】無料（材料代2,000円は
受講者負担）
【持参物】はさみ、エプロン
【講　師】石川 ルミ さん

■ 市民パソコン講座「パソコンや
スマホで音楽を聴こう」

【と　き】２月22日㈮ 午前10時～
11時30分、２月28日㈭ 午後１時
30分～３時
【受講料】無料（材料代300円は受
講者負担）
【講　師】和田 周子 さん
【定　員】15人

＜共　通＞

【ところ】生涯学習センター
【受　付】２月６日㈬ 午前９時～
【申込・問合先】生涯学習センター

☎25 - 7514

美術協会作品展

【と　き】２月16日㈯・17日㈰
午前10時～午後５時
【ところ】生涯学習センター
【内　容】「秋の写生大会」作品展
【入場料】無料
【問合先】文化・スポーツ課

☎内線2719

成年後見制度勉強会

【と　き】２月21日㈭ 午後１時30
分～午後３時
【ところ】市役所 801会議室
【内　容】「成年後見人がゆく～事例
をとおして理解する後見事務の実際」
（参加無料、事前申し込みが必要）
【申込・問合先】高齢者福祉課地

域包括支援センター☎内線3107

吉田町人権をまもる集い

【と　き】２月26日㈫ 午後１時30
分～午後４時
【ところ】吉田公民館
【内　容】講演、啓発作品展示など
【講　師】桂 文太 さん
【問合先】吉田支所吉田教育係

☎49 - 7098

難病のつどい

【と　き】３月９日㈯ 午後１時～
３時（開場：午後０時30分）
【ところ】きさいや広場
【内　容】講演、アンサンブルさ
くらによるクラシックコンサート
【入場料】無料
【問合先】市立宇和島病院地域連

携室☎25 - 1111内線22022

母子保健サービス

■パパママスクール 

【と　き】３月３日㈰ 午後１時30
分～３時30分
【対　象】 妊婦とその配偶者16組
【内　容】妊婦体験、簡単メニュー
の試食、妊娠中の栄養・減塩につ
いてなど
【持参物】母子健康手帳、筆記用具
【申　込】２月22日㈮まで

■もぐもぐ子育て講座 

【と　き】３月７日㈭ 午後１時20
分～３時（受付：午後１時～）
【内　容】身体計測、講話、育児・
栄養相談など
【対　象】平成30年10月生まれの
子どもとその母親（家族）
【持参物】母子健康手帳、筆記用具、
育児のしおり
【申　込】２月28日㈭まで

＜共　通＞

【ところ】 宇和島保健センター（祝森）
【参加料】無料
【申込・問合先】保険健康課母子

保健係☎内線2129または各支所健
康推進係

宇和島市公民館大会

【と　き】２月10日㈰ 午前９時30
分～正午
【ところ】市役所 ２階大会議室
【内　容】災害時における公民館
の役割を大会テーマとした研究発
表など
【問合先】生涯学習課☎内線2727
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▼  軽症の人は、市立宇和島病院の救急ではなく当番
の医療機関で受診してください。

▼  当番医は変更になる場合があります。
【えひめ医療情報ネット】
http://www.qq.pref.ehime.jp/

安心安全情報メール

　災害情報などの緊急なお知らせを受け
取ることができます。

防災行政放送テレホンサービス

　防災ラジオなどの放送内容を確認できます。
☎49 - 7064

目次 - contents -

２　目次

３　特集 -宇和島に、帰る -

10　災害復興掲示板

12　 リレーファイル「つなぐ」、水道管の凍結、確定申告

15　くらしの情報、おしらせ

20　図書館だより

21　医師会健康講座・余暇のひととき

22　健康ガイド 

24　まちのわだい

25　２月生まれのうわじまっ子

26　日々是宇和島

27　イベント情報

28　Uwajima smile news 2019

２月の納期　納期限：２月28日㈭

▼固定資産税（４期）

▼国民健康保険料（７期）

▼介護保険料（７期）

▼後期高齢保険料（７期）
■納付は口座振替が便利で安心

※ 市内の各金融機関に口座振替依頼書を用意してい
ます。２月25日㈪までに申し込むと、３月に納期の
到来する科目から振り替えが始まります。

■３月の納期：納期限 ４月１日㈪

▼国民健康保険料（８期）

▼介護保険料（８期）

▼後期高齢保険料（８期）

【問合先】（税金・国保料）納税課☎24 - 1111内線2574
（介護保険料）高齢者福祉課☎24 - 1111内線2161
（後期高齢保険料）保険健康課☎24 - 1111内線2187

▼人口：75,827（－67）人 ▼男　：35,558（－27）人　

▼女　：40,269（－40）人 ▼世帯：36,201（－15）世帯

▼出生： 38（－２）人 ▼死亡： 104（＋１）人　

広 報　うわじま２月の休日当番医

■外科系

３日㈰　植木整形外科（堀端町） ☎22 - 0022 

10日㈰　上甲外科クリニック（寄　松） ☎25 - 5811 

11日㈪　鎌野病院（広小路） ☎24 - 6611 

17日㈰　友松外科・胃腸科（鶴島町） ☎22 - 0410 

24日㈰　河野整形外科クリニック（丸之内） ☎22 - 1822 

■内科系

３日㈰　中山内科胃腸科（堀端町） ☎22 - 0707 

10日㈰　石川循環器科内科（中沢町） ☎20 - 0320 

11日㈪　兵頭内科医院（和霊元町） ☎25 - 2772 

17日㈰　和霊町松浦内科（和霊元町） ☎23 - 1510 

24日㈰　田中循環器科内科（堀端町） ☎22 - 0504 

■小児科

３日㈰　上田小児科・外科（広小路） ☎25 - 0100

10日㈰　山下小児科（堀端町） ☎23 - 0055

11日㈪　こおり小児科（中央町） ☎24 - 5633

17日㈰　こばやし小児科（長　堀） ☎23 - 1150

24日㈰　やくしじこどもクリニック（泉　町） ☎24 - 1386

■（旧）北宇和郡

３日㈰　鈴木整形外科・外科（吉田町） ☎52 - 0104

10日㈰　市立津島病院（津島町） ☎32 - 2011

11日㈪　町立北宇和病院（鬼北町） ☎45 - 3400

17日㈰　水谷医院（吉田町） ☎52 - 0144

24日㈰　橋本内科クリニック（吉田町） ☎52 - 0808

人口の動き　１月１日現在

かっこ内数字は前月比
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（児童図書）

図書館だより

■中央図書館☎22 - 1065
※ 新図書館への移転準備のため休館しています。正面玄関
設置の返却ポストは休館後も利用できます。

■中央図書館 津島分館☎32 - 2721
【開館時間】月～金、日：午前８時30分～午後５時
【休館日】２、９、11、16、23、28

■簡野道明記念吉田町図書館（吉田公民館内）☎52 - 0076
【開館時間】火～日：午前８時30分～午後５時
【休館日】４、11、12、18、25

■三間公民館 図書室☎58 - 3316
【開館時間】月～金：午前８時30分～午後５時
【休館日】２、３、９～ 11、16、17、23、24

おすすめ図書

俳句の水脈を求め

て

 角谷 昌子／著

昭和俳句を彩り、平成に逝去した26
俳人。その作品と境涯から、さまざま

な苦難をどのように乗り越え、いかに

俳句に光を求めたのか、根源を探る。

池
いけ

上
がみ

彰
あきら

のはじめて

のお金
かね

の教
きょう

科
か

書
しょ

 池上 彰／作

お金の成
な

り立
た

ちから価
か

値
ち

やリスク、か

しこい使
つか

い方
かた

・増
ふ

やし方まで。お金を

かしこく、上
じょう

手
ず

に使うための正
ただ

しい知
ち

識
しき

をわかりやすく、楽
たの

しく解
かい

説
せつ

します。 

100年
ねん

たったら

 石
いし

井
い

 睦
むつ

美
み

／作

ずっと昔
むかし

、ライオンが草
そう

原
げん

にひとりっ

きりで住
す

んでいた。ある日
ひ

、飛
と

べな

くなった１羽
わ

の鳥
とり

が草原におりたち、

いっしょに過
す

ごすようになるが…。

津島分館 特設展示「賞をとった本たち」

■おはなし会

▼  津 島分館：２月７日㈭ 
午後２時～

津島分館吉田町図書館（吉田公民館内）

牧子、還暦過ぎて

チューボーに入る

 内館 牧子／著

臨死体験から10年、私は生きている。
台所から命をもらって…。大病を経

験した著者が「食は命」と改心し、

おうちごはんを作るまでを綴る。

ダヤンと魔
ま

法
ほう

の本
ほん

 池
いけ

田
だ

 あきこ／作

魔法の本の中
なか

に迷
まよ

いこんでしまった

ダヤンは、さまざまな物
もの

語
がたり

の中を迷

いながら本から抜
ぬ

け出
だ

そうとしま

す。美
うつ

しくあやしい、猫
ねこ

の絵
え

本
ほん

です。

冬の峠

 文殊四郎義博／著

ＳＬを撮り続ける青津は、京都で涼子

に出会う。時折彼女のことを思い出し、

ＳＬ撮影の誘いの電話を入れる。昭和

40年代を舞台に描く鉄道ロマン小説。

信長の原理

垣根 涼介／著
熱帯

森見 登美彦／著
童の神

今村 翔吾／著
宝島

真藤 順丈／著
ベルリンは晴

れているか

深緑 野分／著

　【第160回（2018年下半期）直木賞候補作一覧より】

芥川賞・直木賞・本屋大賞など、歴代の各賞受賞作・
候補作の中から話題になった本を展示します。
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余
暇
の
ひ
と
と
き

　

膵
が
ん
が
「
治
り
に
く
い
が
ん
」

と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
病
気
に
な
っ

た
著
名
人
の
こ
と
も
よ
く
耳
に
す

る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
の
が
ん
統
計
で
は
膵

が
ん
に
よ
る
死
亡
数
順
位
は
男
性

５
位
、
女
性
３
位
、
総
合
４
位
で

急
上
昇
中
で
す
。
集
計
さ
れ
て
い

る
が
ん
腫
の
中
で
、
罹り

患か
ん

（
病
気

判
明
）
後
の
生
存
率
が
最
も
、
し

か
も
極
端
に
低
く
、
ま
さ
に
最
も

治
り
に
く
い
が
ん
と
い
え
ま
す
。

　

膵
が
ん
の
生
命
予
後
が
良
く
な

い
原
因
は
「
早
期
発
見
が
難
し

い
」、「
手
術
を
補
助
す
る
薬
が
少

な
い
（
か
っ
た
）」
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

【
発
見
率
を
上
げ
る
】
膵
が
ん
の

約
90
％
は
膵
管
が
ん
と
い
う
種
類

で
、
周
囲
に
浸
み
込
む
よ
う
に
大

き
く
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
膵
臓
は
胃
の
裏
側
あ

る
横
に
長
い
臓
器
で
、
縦
幅
３
㎝
、

厚
さ
１
〜
３
㎝
の
細
く
薄
い
構
造

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
膵
臓

に
で
き
た
が
ん
は
、
薄
い
膵
臓
か

ら
す
ぐ
に
は
み
出
し
て
周
囲
の
臓

器
や
血
管
や
リ
ン
パ
管
に
病
気
が

及
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
大
き
さ

１
㎝
以
下
と
い
う
極
小
サ
イ
ズ
で

な
い
と
早
期
と
は
言
わ
ず
、
症
状

か
ら
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と

も
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
膵

が
ん
は
が
ん
検
診
対
象
疾
患
で
な

く
、
無
症
状
の
う
ち
に
検
査
す
る

機
会
も
な
か
な
か
無
い
状
況
で

す
。
そ
こ
で
膵
が
ん
に
な
り
や
す

い
人
を
拾
い
出
す
こ
と
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

膵
が
ん
の
危
険
因
子
は
、
家
系

（
近
親
者
に
膵
が
ん
患
者
が
複
数

い
る
）、
糖
尿
病
（
発
症
時
・
発
症

後
２
年
以
内
）、
慢
性
膵
炎
や
膵す

い

嚢の
う

胞ほ
う

性せ
い

疾
患
、
肥
満
（
20
歳
代
に
Ｂ

Ｍ
Ｉ
30
以
上
の
男
性
）、
喫
煙
（
本

数
・
年
数
と
相
関
）、
飲
酒
（
１
日

３
杯
以
上
）
な
ど
が
あ
り
、
複
数

当
て
は
ま
る
人
は
要
注
意
で
す
。

【
手
術
を
補
助
で
き
る
薬
】
膵
が
ん

は
外
科
的
切
除
が
根
治
を
期
待
で

き
る
唯
一
の
治
療
法
で
す
が
、
手

術
で
き
る
患
者
さ
ん
は
全
体
の
４

割
と
低
率
で
す
。
手
術
が
で
き
て

も
再
発
の
恐
れ
が
あ
り
、
補
助
で

き
る
抗
が
ん
剤
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

５
年
ほ
ど
前
か
ら
よ
う
や
く
効
果

が
確
立
さ
れ
た
抗
が
ん
剤
や
そ
の

組
み
合
わ
せ
が
出
て
く
る
よ
う
に

な
り
、
手
術
後
に
使
用
し
て
再
発

防
止
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

膵
が
ん
が
治
る
病
気
に
な
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
が
ん
の
早
期
発

見
や
新
薬
の
開
発
、
手
術
と
薬
の

コ
ラ
ボ
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ん
に

で
き
る
こ
と
は
、
膵
が
ん
だ
け
で

な
く
自
身
の
体
に
関
心
を
持
っ
て

検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
に
参
加
す
る

こ
と
で
す
。
特
に
危
険
因
子
の
あ

る
人
は
定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

当
院
で
は
手
術
適
応
が
ギ
リ
ギ

リ
の
膵
が
ん
で
も
外
科
と
内
科
が

協
力
し
て
、
術
前
の
抗
が
ん
剤
と

手
術
を
う
ま
く
コ
ラ
ボ
し
て
治
療

す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
膵
が
ん
患
者

さ
ん
に
根
治
手
術
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

医師会健康講座

行ゆ

き
し
道
戻
る
山
湖
の
薄
氷�

片
山
智
恵
子

ド
ラ
イ
ブ
や
人
家
と
ぎ
れ
て
残
る
雪�

佐
々
木
咲
子

着
膨
れ
て
夫
婦
と
も
ど
も
米
寿
か
な�

佐
々
木
た
け
し

朝
市
に
野
菜
少
な
き
寒
の
雨�

村
尾
　
昭
子

ス
カ
ー
ト
の
鈴
鳴
る
ダ
ン
ス
春
を
呼
ぶ�

毛
利
　
晴
美

容
赦
な
く
集
団
下
校
に
雪
が
舞
ふ�

薬
師
寺
徳
子

こ
ろ
ん
で
も
泣
い
て
も
凧
を
は
な
さ
ぬ
児こ�

山
本
　
信
枝

渓
谷
に
か
か
る
丹に

の
橋
梅
日
和�

渡
辺
　
正
子

本
堂
に
か
ぶ
さ
る
山
の
寒
気
か
な�

平
岡
千
代
子

良
い
笑
顔
あ
れ
が
世
渡
り
う
ま
い
コ
ツ�

薬
師
寺
絹
子

前
向
き
に
生
き
て
命
を
輝
か
す�

米
子
　
達
雄

元
気
良
く
靴
紐
し
め
て
踏
み
出
そ
う�

　
赤
松
委
沙
子

薬
よ
り
た
ま
ご
酒
だ
と
風
邪
予
防�

荒
木
　
孝
二

次
世
代
に
残
し
て
な
ら
ぬ
核
の
ゴ
ミ�

加
賀
山
一
興

散
歩
す
る
は
げ
ま
し
合
っ
て
朝
に
夕�

西
田
　
裕
至

前
向
き
に
目
標
立
て
て
一
歩
二
歩�

日
野
　
厚
生

な
ご
や
か
に
車
避よ

け
合
う
田
舎
道�

毛
利
　
清
子

去こ

年ぞ

の
夏
の
水す

い

禍か

に
山
肌
黒
茶
け
し
ま
ま
に
幾
月
過

ぎ
し
も
痛
ま
し�

岡
田
　
幸
子

冬
枯
の
真
昼
の
山
畑
寥

り
ょ
う

々
り
ょ
う

と
老
い
竹
爆
ぜ
る
音
に

驚
く�

加
賀
山
　
愛

罹
災
者
と
な
り
て
半
年
過
ぎ
た
る
も
開
け
ぬ
明
日
に

日
脚
の
み
伸
ぶ�

伊
豫
路
た
く
麿

吉田短歌会 吉田川柳会 いそしぎ句会

膵す

い

が
ん
を
も
っ
と
治
る
病
気
に
す
る
に
は

 

市
立
宇
和
島
病
院
（
御
殿
町
）
外
科
　
　
中
村
　
太
郎
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【自己肯定感を育てるコツ】

▼子どものいいところをほめる

▼子どもに「ありがとう」を伝える

▼ じゅうぶん甘えさせる（どうしても我慢できな
いことを助ける、スキンシップなどの情緒的な
欲求を受け入れるなど）
※ 「甘やかす（お金や物を言われるままに与える、
我慢できることをさせないなど）」とは違います。

　「私はここに居ていいんだ！生きてていいんだ！」という気持ちのことを自己肯定感と言います。子どもは、
この「自己肯定感」を土台にして初めて「しつけ」が可能になるため、この感情を持つことが大切です。

○本本庁保険健康課 ☎24 - 1111、○吉吉田支所 ☎52 - 1111、○三三間支所 ☎58 - 3311、○津津島支所 ☎32 - 2721

健康づくり通信
VOL．124お子さんの「自己肯定感」育まれていますか？

乳幼児健康診査・保健相談 人数調整のため、個人通知の健診日が対象児・校区と異なる場合があ
ります。受診希望で通知が届いていない人は、事前に連絡してください。

内　容 と　き 受　付 ところ 対　象（中学校区）

３か月児健康診査

２/６㈬

13：00 ～ 13：30

宇和島保健センター

（祝森）

Ｈ30.10月生まれ（城東・津島）

18㈪ Ｈ30.10月生まれ（城南・城北・三間）

21㈭ 吉田公民館 Ｈ30.10 ～ 11月生まれ（吉田）

８か月児健康相談

２/８㈮

９：30 ～ 10：00

吉田公民館 Ｈ30. ６月生まれ（吉田）

12㈫ 三間保健福祉センター Ｈ30. ６月生まれ（三間）

18㈪ 津島保健センター Ｈ30. ６月生まれ（津島）

20㈬ ９：30 ～ 11：00
宇和島保健センター

（祝森）
Ｈ30. ６月生まれ（城東・城南・城北）

１歳６か月児

健康診査
２/14㈭ 13：15 ～ 13：45

宇和島保健センター

（祝森）

Ｈ29. ６月生まれ（城東）
Ｈ29. ７月生まれ（城南・津島）

２歳児歯科健康診査 ２/５㈫ 13：00 ～ 13：30
宇和島保健センター

（祝森）
Ｈ28. ８～９月生まれ（城北・三間）

３歳児健康診査

２/13㈬

13：00 ～ 13：30

宇和島保健センター

（祝森）

Ｈ27. ７月生まれ（城南）
Ｈ27. ７～９月生まれ（城北）
Ｈ27. ７～８月生まれ（三間）

21㈭ 吉田公民館 Ｈ27. ５～８月生まれ（吉田）

27㈬
宇和島保健センター

（祝森）
Ｈ27. ８月生まれ（城東・城南・津島）

　子どもは大人をみています。
　子どもだけではなく、父親・母親自身が自分を好きになる
ことから始めてみましょう。
【問合先】○本母子保健係☎内線2128

こころの土台

自己肯定感
（０～３歳）

しつけ
（３～６歳）

勉強
（６歳～）
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健康ガイド

健康相談

「18才．心とカラダのサポートブック」
を配布します

① 自分の健康は自分で
守ろう

　「からだ」

　「性」

　「こころ」

②食べることは大事

　「バランス良く食べよう」

　「かしこく選んで食べよう」

　「食はこころの栄養」

　「自分で作ってみよう」

■思春期の個別相談 ＜予約制・相談無料＞

【と　き】２月28日㈭ 午前11時～正午、午後１時～４時
【ところ】宇和島保健センター（祝森）
【対　象】学童・思春期の子とその保護者など

■思春期の子を持つ親のつどい

【と　き】３月８日㈮ 午後７時30分～９時
【ところ】市役所 202会議室

＜共　通＞

【申込・問合先】○本母子保健係☎内線2105

■心の健康に関する個別相談 ＜予約制・相談無料＞

【と　き】２月20日㈬ 午後２時～４時（精神科医）
【ところ】市役所
【対　象】子どもから高齢者まで
【申込・問合先】○本成人保健係☎内線2183

■育児・健康相談（乳幼児・妊産婦）

【持参物】母子健康手帳

■まちの健康相談室（一般・成人）

【内　容】健康についての相談

と　き 受　付 ところ 問

２/８㈮

９：30～11：00

吉 田 公 民 館 ○吉

12㈫ 三間保健福祉センター ○三

18㈪ 津 島保健センター ○津

21㈭ 宇和島保健センター（祝森） ○本

と　き 受　付 ところ 問

２/18㈪

９：30～11：00

吉 田 支 所 ○吉

18㈪ 三 間 公 民 館 ○三

25㈪ 市 役 所 ○本

25㈪ 津 島保健センター ○津

③ 自分を守る！！～安全・安心な
ひとり暮らしのために～

　「防犯対策」

　「金銭トラブル」

　「防災対策」のこと

【対　象】市内に住民登録がある平成12年４月２日～
平成13年４月１日生まれの人
※ 市内の高校に在学している人には、学校を通じて配
布する予定です。

【問合先】○本母子保健係☎内線2128

　生活環境が変わるに
あたって、直面する課
題や問題を乗り切るた
めに役立つ内容です。

　希望者は早め
に電話で申し込
んでください
（数量限定）。
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　行政相談委員および総務省愛媛行政監視行政相談
センターによる行政相談出前教室が、明倫小学校と
三間中学校で開催されました。
　出前教室では、日常生活と行政との関わりや行政
相談の仕組み、解決事例などが紹介されました。

行
政
相
談
出
前
講
座

11月27日㈫、12月18日㈫

第
２
回
「
う
わ
じ
ま
の
観
光
」

自
由
研
究
コ
ン
テ
ス
ト

12月14日㈮

宇和島茶会

　明治150年記念事業として、明治期の和菓子
作りなどを楽しむワークショップ「宇和島茶
会」が開催されました。明治期末に創業した木
屋旅館を会場として、本市出身の茶人 木村 宗
慎 さんらが講師を務めました。
　２日間で約120人が参加し、ワークショップの
後には茶室で、手作りした和菓子と一緒に抹茶
がふるまわれました。最後には、この日のため
に飾られた西郷隆盛らの掛け軸などを鑑賞し、
参加者は明治期の文人気分を味わいました。

プロ野球愛媛県人会 野球教室

　プロ野球愛媛県人会が主催する野球教室が、丸山公園野球場で小・
中学生を対象に開催されました。本市出身の元プロ野球選手で、現
在はプロ野球チームの１軍投手コーチを務める平井 正史 さんらが
指導にあたりました。
　子どもたちはキャッチボールや捕球の仕方のほか、ウォーミング
アップの方法など体づくりに大切な基礎を習いました。雪が降る中
の開催でしたが、貴重な体験に真剣に取り組んでいました。

　宇和島の観光や文化に対する理解を深めようと、
小学生を対象に「うわじまの観光」をテーマとした
ガイドブックを募集しました。
　低学年の部・高学年の部合わせて42件の応募があ
り、各賞の表彰式を行いました。

まちのわだい

12月25日㈫・26日㈬

12月28日㈮
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【応募方法】広報発行月号が誕生月（３歳まで）の子どもの

①氏名とふりがな　②性別　③年齢（誕生日月での年齢）

④生年月日　⑤保護者氏名　⑥郵便番号と住所

⑦電話番号　⑧簡単なコメント（30字まで）

を書いた用紙と写真（裏に氏名）を提出してください。

市ホームページからも投稿できます。

【注意事項】

▼写真は返却しますので住所は必ず書いてください。

▼  メールでの投稿の場合、受付完了のメールをしていま

す。携帯電話の受信拒否の設定確認をお願いします。

▼ふりがなを忘れないでください。

▼  絵文字は確認ができないので、絵文字部分は（　）の

中に文字で表記してください。

▼情報が足りないと掲載できない場合があります。

▼  投稿が40人を超えた場合は抽選になります（３歳児を

除く）。

※ 写真も忘れずに添付してください。

【提出先】宇和島市役所市長公室シティセールス推進係

☎24 - 1111内線2407または各支所総務係

 koho@city.uwajima.lg.jp

徳
とく

永
なが

　羽
は

流
る

 くん
１歳　５日
（明倫町）
羽流１歳おめでとう
可愛い笑顔で元気に
すくすく育ってね ♥

松
まつ

本
もと

　　豊
ゆたか

 くん
１歳　８日
（寄松）
ゆうちゃんお誕生日おめで
とう ♥毎日笑顔で沢山た
べて大きくなってね ♥

片
かた

岡
おか

　　浬
かいり

 くん
１歳　14日
（津島町岩松）
兄ちゃん大好きなかい
ちゃん♥１歳おめでとう
♥優しい子に育ってね♥

二
ふた

神
がみ

　絢
あや

香
か

 ちゃん
１歳　13日
（柿原）
あやちゃんお誕生日おめでと
う♥これからもお兄ちゃんと
仲良く元気に育ってね

中
なか

村
むら

　朱
しゅ

里
り

 ちゃん
１歳　14日
（津島町高田）
可愛い可愛い３番目♥
みんなの愛情がいっ
ぱい だいすき♥

大
おお

塚
つか

　結
ゆ

衣
い

 ちゃん
１歳　15日
（柿原）
結衣１歳おめでとう♥
いつも笑顔をありがと
う。元気に育ってね

善
ぜん

家
け

　　新
あらた

 くん
１歳　25日
（伊吹町）
お誕生日おめでとう新 お
姉ちゃんと仲良く 元気
いっぱい大きくなってね♥

岡
おか

根
ね

すみれ ちゃん
１歳　15日
（丸穂町）
すみれ１歳おめでとう
♥これからも兄妹仲良
く元気に育ってね♥

中
なか

村
むら

　政
まさ

登
と

 くん
２歳　５日
（藤江）
パワフル三男まさとくん
★ことしもいっぱい食べ
て、いっぱいあそぼう♥

藤
ふじ

本
もと

　　凜
りん

 くん
２歳　11日
（寄松）
凜くん２歳おめでとう こ
れからもご飯をいっぱい食
べてたくましく育ってね♥

太
おお

田
た

　絢
けん

晴
せい

 くん
２歳　21日
（保手）
２歳おめでとう♥やんちゃ
坊主なけんちゃん♪元気
いっぱい大きくなってね

上
うえ

田
だ

　有
あり

紗
さ

 ちゃん
２歳　15日
（賀古町）
２歳おめでとう いつも笑
顔に癒されてるよ♥兄妹３人
仲良く元気に大きくな～れ

■３月生まれのうわじまっ子募集（広報うわじま３月号掲載）【応募締切】２月８日㈮ 執務時間中

Happy Birthday
２月生まれのうわ

じまっ子

三
み

浦
うら

　碧
あお

真
ま

 くん
２歳　22日
（大浦）
あなたの笑顔は我が家
の宝 これからも元気
で♥２歳おめでとう

大
おお

川
かわ

　暖
はる

陽
ひ

 くん
２歳　23日
（和霊町）
２歳おめでとう 　
ニコニコ元気で大き
くなってね

米
よね

田
だ

　遥
はる

輝
き

 くん
２歳　28日
（夏目町）
誕生日おめでとう 兄ちゃん
とお米が大好きな遥輝 沢山
食べて遊んで大きくなってね♥

坂
さか

本
もと

　心
あい

輝
き

 くん
２歳　24日
（津島町近家）
ニコニコあいちゃん♥
２歳おめでとう♥にぃに
と弟と大きくなーれ♪

武
たけ

田
だ

　　媛
えん

 ちゃん
３歳　２日
（寄松）
ちいさなプリンセス媛
ちゃん♥３歳おめでと
う だーいすきだよ♥

水
みず

谷
たに

　華
か

子
こ

 ちゃん
３歳　３日
（吉田町東小路）
３歳おめでとう♥ニコニコ
かこのおかげでみんな元気
になれるよ ありがとう♥

船
ふな

田
だ

　怜
れ

那
な

 ちゃん
３歳　５日
（寄松）
お誕生日おめでとう♥
♥いっぱい遊んで食べ
て大きくなってね★

松
まつ

浦
うら

　初
いち

花
か

 ちゃん
３歳　13日
（野川）
お誕生日おめでとう♥♥我が家の可愛
いアイドル♪お話が上手になったね
毎日楽しいこといっぱいしようね♪

奥
おく

谷
たに

　優
ゆう

磨
ま

 くん
３歳　13日
（大浦）
♥優くん♥３歳おめでとう
これからも元気と笑顔いっぱい
優しい男の子に育ってね♥

山
やま

口
ぐち

　心
ここ

愛
あ

 ちゃん
３歳　15日
（柿原）
ここちゃんおめでとう いつ
も弟のお世話ありがとう
そんな心愛が大好きだよ♥

玉
たま

木
き

　音
おと

羽
は

 ちゃん
３歳　20日
（津島町浦知）
お誕生日おめでとう★今
年も沢山遊ぼうね♥元気
いっぱい大きくな～れ

毛
もう

利
り

　優
ゆう

紳
しん

 くん
１歳　26日
（三間町戸雁）

可愛い笑顔 の優紳くん♥
１歳のお誕生おめでとう♥♥
優紳くん大好きだよ♥♥♥

山
やま

本
もと

　春
はる

由
よし

 くん
１歳　27日
（津島町成）
１歳おめでとう はるの
笑顔がみんな大好きだよ
♥元気に大きくなってね

山
やま

口
ぐち

　結
ゆ

生
い

 ちゃん
２歳　３日
（津島町田之浜）
元気いっぱいのゆい
ちゃん、これからもす
くすく大きくなってね。

横
よこ

山
やま

　穂
ほ

乃
の

 ちゃん
１歳　27日
（柿原）
お友達と仲良くでき
る、優しい子になっ
てね。

小
こ

越
ごえ

帆
ほ

乃
の

佳
か

 ちゃん
１歳　４日
（保手）
初めての誕生日おめで
とう にこにこ元気に
歩く帆乃佳が大好き♥

葛
くず

本
もと

　奏
かな

叶
と

 くん
１歳　４日
（寄松）
ニコニコ笑顔が素敵な奏
叶くん♥これからもにぃ
にとたくさん遊んでね★

早
はや

尾
お

　瑠
る

華
か

 ちゃん
３歳　20日
（吉田町鶴間）
おめでとう★笑顔
いっぱい大きくなぁ
れ
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●梅園地

●ＪＲ宇和島駅

丸山公園野球場●
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I UUｗａｊｉｍａLOVE
紅と白の梅が見ごろを迎えます

平
成
最
後
の
年
明
け

日
々
是 

宇
和
島 

（14）

　

新
年
が
明
け
た
ば
か
り
の
１
月
２
日

に
、
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
か
ら
30
年
近
く
前
に
、
私
が
成
人

式
を
迎
え
た
と
き
の
こ
と
は
は
っ
き
り

と
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
議
会
議
員

時
代
か
ら
必
ず
出
席
し
て
お
り
ま
し
た
。

壇
上
か
ら
見
渡
す
新
成
人
の
姿
は
い
つ

も
初
々
し
く
、
大
人
の
仲
間
入
り
と
い

う
こ
と
で
な
の
か
会
場
に
は
凛
と
し
た

空
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
そ
の

後
の
記
念
撮
影
で
は
、
古
く
か
ら
の
友

人
や
知
人
と
の
会
話
が
弾
み
、
笑
顔
が

は
じ
け
、
先
ほ
ど
ま
で
の
雰
囲
気
か
ら

は
一
転
し
て
若
者
ら
し
い
空
気
へ
と
変

化
す
る
の
で
す
。

　

式
典
か
ら
撮
影
ま
で
の
間
に
は
、
か

ね
て
通
学
し
て
い
た
中
学
校
ご
と
に
思

い
出
の
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
ま
す
。
新
成
人
は
、
今
か
ら
５
年

以
上
前
の
姿
を
見
て
当
時
を
思
い
出
し
、

今
年
も
会
場
内
は
多
く
の
笑
顔
で
満
ち

溢
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
と
同
じ
日
に
は
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
に
お
い
て
、
宇
和
島

東
高
校
と
前
橋
育
英
高
校
と
の
試
合
も

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
成
人
式
の
記
念

撮
影
ま
で
の
待
ち
時
間
、
私
は
そ
の
試

合
を
テ
レ
ビ
越
し
に
見
守
り
ま
し
た
。

前
橋
育
英
高
校
と
い
え
ば
前
回
大
会
の

覇
者
で
あ
り
、
屈
指
の
強
豪
校
で
す
。

さ
ぞ
厳
し
い
試
合
内
容
な
の
か
と
思
い

き
や
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
宇
和
島
東

高
校
の
方
が
押
し
込
ん
で
い
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
晴
れ
や
か
な
姿
、
そ
し
て

結
果
は
惜
し
く
も
敗
戦
と
な
り
ま
し
た

が
怯
む
こ
と
な
く
果
敢
に
戦
っ
た
選
手

た
ち
の
姿
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

る
若
者
た
ち
の
背
中
を
力
強
く
押
し
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
宇
和
島
市
で
あ
り

た
い
と
、
改
め
て
そ
う
思
い
ま
し
た
。

　

が
ん
ば
ろ
う
！
宇
和
島

　春の丸山公園といえば桜が有名ですが、丸山公
園の梅園地には約90本の梅の木があり、２月中ご
ろまで花見を楽しむことができます。
　道路から少し下ったところになるため、普段目
にとまりにくい場所ですが、紅と白の梅が周囲を
囲み落ち着いた空間を演出してくれます。

アクセス

下までは階段で降
りられます。散歩
コースに最適。

丸山公園を登り
切ったところから
下っていきます。

下まで降りると、
辺りを囲むように
梅が咲いています。

至：野球場



27 　広報うわじま２月号

イベント情報

南楽園梅まつり

　四国最大規模の日本庭園内には四季折々の花々が咲き乱
れています。２月には160本の梅が次々と咲き1ヵ月にわたっ
て花見が楽しめます。また、期間中は管理棟休憩所にて山
野の情景を表現した場所におひな様を飾り付ける「座敷雛」
の展示も行います。

【と　き】３月３日㈰ まで
午前９時～午後５時
【ところ】日本庭園「南楽園」
【入場料】大人310円、高校生以下150円、20名以上２割引き
（所定の割引あり）
【問合先】日本庭園「南楽園」☎32 - 3344

兵頭一夫展 －痕跡は虚実のはざまに－

　本市出身の画家。今回は新作および2000年前後以降の近
作を含め、約40点の油彩画を中心とした作品を展示します。

【と　き】２月１日㈮～５月６日㈪㈷ 午前９時～午後５時
（受付：午後４時30分まで）
【ところ】畦地梅太郎記念美術館
【入場料】大人300円、65歳以上、大学生200円、障がい者手
帳がある人などは無料
【休館日】火曜日（祝休日の場合は、その翌平日）
※４月30日㈫は開館します。
【問合先】畦地梅太郎記念美術館・井関邦三郎記念館

☎58 - 1133

伊達博物館 平成31年ひな人形展

　歴代藩主夫人所用のひな人形・道具を「桃の節句」に関す
る文書や掛け軸などとともに展示します。館蔵品の「有

ゆう

職
そく

雛
びな

」
は横幅7.5ｍにもおよぶひな壇に飾られ、総勢17体の人形と
数多くの調度品は見応えがあります。「有職雛」は撮影可能
です。ぜひおひな様たちとの写真撮影を楽しんでください。

【と　き】２月15日㈮～４月14日㈰ 
午前９時～午後５時（受付：午後４時30分まで）
【ところ】伊達博物館 第３展示室
【休館日】月曜日（祝休日の場合は、その翌平日）
【問合先】伊達博物館☎22 - 7776

【主な催し物】

▼南楽園の座敷雛

▼  園児が作る雛人形：２月24日㈰まで

▼梅見茶屋

▼  福もちまき＆梅干種飛ばし大会：２
月３・10・11・17・24日、３月３日 
午後１時30分～

▼俳句コンテスト

▼花木・特産品の販売

▼  お茶席：２月３・10・11・17・24日

▼遊びの広場

▼  期間中のそのほかの花：カンツバキ、
ボケ、ツバキ
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数十年先もこの産地を残したい

㈱玉津柑橘倶楽部

　吉田町玉津地区の若手農家10人が集まり「㈱玉
津柑橘倶楽部」を設立しました。かんきつ農家の
高齢化による耕作放棄地の対策として、若手農家
で園地の管理を請け負い園地を守っていけないか
と数年前から構想していたそうです。それが、今回
の災害により、被害を受けた園地を手放す人が増
えてはいけないと動きを加速させ株式会社の設立
に踏み切りました。
　当面の仕事は、全国から支援を募ったクラウド
ファンディングの返礼品であるみかんジュースの発
送作業です。事務員を雇い、ときには収穫の合間

を縫って若手農家自らが１つひとつラベルを貼り箱
詰め作業を行っています。また、今年の収穫が落
ち着いた後には、専門業者だけでは間に合わない
モノレールの復旧作業などの力仕事を請け負い、来
年の収穫に向けて地区全体の体制を整えていきた
いと意気込んでいます。
　代表を務める原田さんは、「将来的には、高齢農
家らの収穫作業の補助や、商品開発・雇用創出な
ど産地の発展に向けた取り組みを展開し、数十年
先の玉津地区のかんきつ産地を守っていきたい」と
話してくれました。
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日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
【開催中】

○ 伊 達 博 物 館： 特 集 展 ②、

企画展②（～４月14日）

● 南楽園：梅まつり（～３

月３日）Ｐ27

　　○ 農業委員会２月定例

総会

●  畦地梅太郎記念美術館：

兵頭一夫展（～５月６日）

Ｐ27

　　　○ 南予文化会館：うわ

じま寄席（生涯学習

センター）

　　　○ 美沼の里健康マラ

ソン大会（三間支

所三間教育係）

　　　● 宇和島市公民館大会

Ｐ19
　　　●  伊達博物館：ひな人

形展（～４月14日）

Ｐ27

　　　○ 宇和島市女性大会

（企画情報課）

●  美術協会作品展（～17日） 
Ｐ19

　　　● 市県民税の申告

　　　　（～３月15日）Ｐ14
　　　○ Ｊアラート全国一斉

情報伝達試験（危機

管理課）

　　　● 消防出初式Ｐ15 　　　● 吉田町人権をまもる

集いＰ19
●  仙台フィル復興支援コン

サートＰ10

　　　○ Ｊアラート試験放送

（危機管理課）

 けんこう相談（子育て、心の健康、乳幼児・妊産婦、一般・成人） 

  広報Ｐ23をご覧ください。本…本庁 吉…吉田支所 三…三間支所 津…津島支所

●： 広報うわじま２月号内で紹介しています。

　広報紙に掲載する広告を募集
しています。詳しくは、お問い合
わせください。

【問合先】市長公室シティ

セールス推進係☎２４ － １１１１

内線２４０７

有　料　広　告

各種相談 【問合先】本庁☎２４ ‐ １１１１

■行政相談

▼１日㈮ 午後１時～４時 吉田公民館

▼５日㈫ 午前９時～午後３時 市役所 １階ロビー

▼７日㈭ 午前９時～正午 三間公民館

▼20日㈬ 午前９時～正午 岩松公民館

■宅地建物相談

▼ 12日㈫ 午後１時～３時 市役所 701会議室

■市民法律相談 ＜要予約＞

▼  15日㈮ 午後１時～４時 市役所 701会議室（中
村弁護士）、三間公民館（増田弁護士）

（予約開始）８日㈮ 午前９時～
（予約方法） 電話、窓口で受け付けます。
※ １人15分程度、各12人。原則市民（当事者）が対
象です。予約時に氏名・住所・電話番号を伝え
てください。

▼３月の相談日：３月15日㈮（予約開始：３月８日㈮）

【問合先】総務課行政係☎内線２４１２

■人権相談

▼  １日㈮ 午後１時～４時 吉田公民館

▼  ８日㈮ 午後１時～４時 三間公民館、岩松公民館

▼  20日㈬ 午後１時～４時 市役所 801会議室
【問合先】人権啓発課☎49 ‐ 7034

■多重債務整理相談・消費生活相談

▼  毎日（平日）午前９時～午後４時 
【問合先】市消費生活センター（企画情報課コミュ
ニティ推進係内） ☎内線２２７６

■子育て支援コーディネーターによる相談

▼  毎日（平日）午前８時30分～午後５時
　福祉課子育て相談窓口（21番窓口）

【問合先】福祉課児童福祉係☎内線３１２０

■心配ごと相談

▼６日㈬ 午前９時～正午 総合福祉センター

▼８日㈮ 午前９時～正午 三間保健福祉センター

▼20日㈬ 午前９時～正午 岩松公民館

▼25日㈪ 午後１時～４時 社協吉田支所
【問合先】宇和島市社会福祉協議会☎２３ ‐ ３７１１

津島やすらぎの里の休館

　設備改修工事のため、次の期間休館します。
【と　き】２月18日㈪～３月15日㈮の平日
※土日は通常通り営業します。

【問合先】商工観光課☎49 ‐ 7023または津島やすらぎの里☎20 ‐ 8181

美沼名画座の延期

　第10回美沼名画座は、会館改修工事のため３月９
日㈯に延期します。

【問合先】コスモスホール三間☎58 ‐ 3312

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28

２ FEB．2019月 市民カレンダー

本心の健康毎月１9日は食育の日

愛の献血
10：00-13：00 吉田高校
14：30-16：30 吉田公民館

吉乳幼児・妊産婦

本思春期相談

建国記念の日

市役所で４のつく日は古紙回収

市役所で４のつく日は古紙回収

市役所古紙回収（振替回収）

三乳幼児・妊産婦

津乳幼児・妊産婦 本乳幼児・妊産婦　　　一般・成人吉三

　　　一般・成人本津
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